
人口と世信
1月1日現在 ()内は対前年同月比

圃人口 135.016人 (+ 1.印4人)
[うち外国人1.001人]

男 66.892人 (+815人)
女 68.124人 (+879人)
圃世帯 53.587世帯 (+1.247世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

応

報

企3位の銅メダル

本
戦
で
も
力
を
発
揮
!

1
月
2
・
3
日
第
剖
回
箱
根
駅
伝

に
市
内
の
中
央
学
院
大
学

(
6
年
連

続
9
回
目
)
が
出
場
し
ま
し
た
。
予

選
会
で
は
、
同
校
初
の
総
合
1
位
で

通
過
し
て
お
り
、
シ
ー
ド
権
獲
得
に

向
け
チ
1
ム
一
丸
と
な
り
箱
根
路
を

疾
走
し
ま
し
た
。

結
果
は
、

2
区
の
商
学
部
3
年
生

の
木
原
真
佐
人
選
手
が
区
間
3
位
の

力
走
で
一
気
に
追
い
上
げ
2
位
で
通

過、

9
区
を
走
っ
た
主
将
の
商
学
部

4
年
生
篠
藤
選
手
が
区
間
新
記
録

(
同
大
初
)
で
区
間
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
、
選
手
全
員
が
安
定
し
た
走
り

を
見
せ
、
往
路
は
5
位
、
復
路
は
2

位
で
総
合
成
績
は
日
時
間
日
分
何
秒

で
3
位
(
過
去
最
高
は
9
位
)
と
な

り
同
大
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

最
優
秀
選
手
に
篠
藤
選
手

の分杯
篠れ)今

藤i秒に大
淳.の古

筆ん区復三
問路 .馬
新の孟
写を 9 笠
真記区 ZZ
)録で警

がし 1 子
選た時(
ぱ主間金
れ将 8 栗

日
月
に
開
幕
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ

プ
リ
1
グ
で
は
、
地
元
N
E
C
グ
リ

ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
が
第
9
節
を
終
え
、

7
勝
2
敗
の
勝
ち
点
認
で
第
6
位
に

つ
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
プ
レ
1
オ
フ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
(
リ
ー
グ
戦
上
位
4
チ
1
ム
)
に

出
場
す
る
た
め
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
戦
っ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
活
躍
が
中
央
学
院
大

の
総
合
3
位
躍
進
に
貢
献
し
ま
し
た
。

AI慰労会で3位のピース!

星
野
市
長
が
沿
道
で
応
援

星
野
市
長
(
応
捜
団
名
誉
会
長
)

は
、
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援

団
の
応
援
パ
ス
ツ
ア
l
(
パ
ス
4
台

1
6
2
人
)
に
参
加
し
、
往
路
の
ス

タ
ー
ト
と
ゴ

1
ル

(
写
真
)
付
近
で

選
手
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

星
野
市
長
は
「
チ
1
ム
一
丸
と
な

っ
て
寧
つ
な
ぐ
姿
に
感
動
し
ま
し

1
月
四
日
出
の
第
日
節
は
、
リ
ー

ね
ら

グ
4
連
覇
を
狙
、
ユ
泉
芝
プ
レ
イ
ブ
ル

ー
パ
ス
と
対
戦
し
ま
す
。

こ
の
試
合
で
も
、
我
孫
子
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
応
援
団
で
応
援
パ
ス
ツ
ア

ー
を
行
い
ま
す
。
(
募
集
は
終
了
)

詳
し
い
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ツ
ツ
情
報

は、

ze一¥
¥若
者
宅
-
ロ
命
日
間

U
R

geロ
巳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
。
市
民
に
も
感
動
と
元
気
を
与
え

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

新
春
マ
ラ
ソ
ン
犬
舎
に
拳
加

箱
根
を
走
っ
た
選
手
違
は
、

1
月

幻
日
側
に
湖
北
台
中
周
辺
で
行
わ
れ

る
我
孫
子
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

招
待
選
手
と
し
て
走
る
予
定
で
す
。

応
援
団
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍

す
る
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
1
ム
を
、

多
く
の
市
民
と
応
援
し
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を
目
的

に
平
成
口
年
目
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

水空ライン成回線あれこれ@

嘗醤線・戚11への
.，要望をお寄世〈挺さい

JR東日本胸~/www抑制.coJp
各種お問い合わせ(トップページの下段)→
上記以外のご意見・ご要望→
メールでのご意見・ご要望の受付

常
磐
線
・
成
回
線
の
利
便
性

向
上
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
と
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。
市
は
、
沿
線
自
治
体
と

こ
れ
ま
で
、
箱
根
駅
伝
や
ラ
グ
ビ

ー
ト
ッ
プ
リ
l
グ
の
パ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

入
会
な
ど
の
連
絡
先

我
孫
子
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
応
援
団
事
務
局
(
市
商

工
会
内
)
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

連
携
し
て
利
便
性
向
上
を
J
R東

日
本
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の

声
を
J
R東
日
本
に
伝
え
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意

見

・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
J
R東
日
本
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

に
直
接
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す

(
上
息

。

受
付
先

E
メ
l
ル
か
フ
ァ
ク
ス
、

電
話
で
企
画
調
整
担
当
E
7
1
8

5
・
1
4
2
6
m
7
1
8
3
・
0

0
6
6
E
メ
l
ル
E
W釦
W
C
@
2

q・釦
σ跨
0
・
n
y
Fど
勺
へ

-
市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

「行
政
情

報
↓
常
磐
線
・
成
回
線
↓
ご
意

見
・
ご
要
望
の
受
け
付
け
」
か
ら

も
入
力
で
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
法
令
に
基
づ
い
て

適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

受
付
期
間

2
月
末
固
ま
で
(
そ

の
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
)

企箱根で応援するスポーり張関5援団

-E躍 起主主姐単品盟国幽Ili!=孟圃1ねんきん韓11偏jを送付しています
'1月20日(日)・21日(月)は自動発行機を休止

市内4力所の公共施設に設置されている自動発
行機(住民票と印鑑証明書の突付)は、戸籍の電

算化の作業のため1月20日(日)・21日明)は利用でき

ません。ご注意ください。

固市民課・内線360

.電子匝明書(公的個人認匝サービス)をご利用

の方ヘ

戸籍の電算化に伴い、電子証明書(公的個人認

証サービス)が使えなくなる(自動失効する)ケ

ースがあります。失効された方には市民課から後

日通知します。お手数をお掛けしますが本庁市民

謀窓口で再登録をお願いします。(手数料は無料)

固市民課・内線360

.我孫子行政サービスセンターでは1月19日出の

取り扱い業務が制限

1月21日聞から戸籍事務の電算化が始まります。

その準備のため、土曜日開庁している「我孫子行

政サービスセンター」では、1月19日出に市のオ
ンラインシステムが使用できなくなり、取り撮い

業務カ酒常時より大幅に制限されます。

当日、取り扱いできる業務は、住民票 ・印鑑証

明書などの証明発行や印鑑登録手続きなどで、転

入、転出などの住民異動届の受付はできませんの

でご注意ください。また、手続き事務に多少時聞

がかかる場合もありますので、ご了承ください。

業務内容の詳細は、事前にご確認ください。

固我孫子行政サービスセンターft7185-1581

社会保険庁では、今年3月までに年金加入記録を照合した結果で、

本人の基礎年金番号に記録が結びつくと思われる方に、年金記録な

どを記した「ねんきん特別便Jを送付しています。
「特別便Jには、住所 ・氏名-生年月日・基礎年金番号・加入記
録などを明記した「年金記録のお知らせJi年金加入記録照会票J
力胃封されていますので、記録にもれがないか確認し、訂正力でない

場合は「確認はがきJを、訂正が必要な場合には同封されている
「年金加入記録照会票Jに漏れていると思われる年金記録などをご
自身で書き込み、社会保険庁に郵送してください。

また、すでに年金を受給している方で、年金記録に問題がありそ

うな場合には、年金証書を持参し、松戸社会保険事務所で手続きを

お願いします。

固社会保険庁専用ダイヤル「ねんきん特鞭Jft0570・058-555

てしざめを実現の社会jレクイサ
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我
孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

(
白
水
幹
久
理
事
長
)
が
、
平
成

四
年
9
月
日
日
に
、
市
内
で
詑
番

目
の

N
P
O
法
人
と
し
て
千
葉
県

か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
は
、
知
的
障
害
者
が
我
孫

子
市
民
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
家

庭
・
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

間
も
な
く
所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
所
得

控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
、
領

収
書
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
は

-ー-
*
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
、

不
動
産
所
得
者
・:
収
支
内
訳
書
ま
た

は
背
色
申
告
決
算
書

*
給
与
所
得

者
:・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
(
原

本
)

*
年
金
受
給
者
:・
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)

*
生

命
保
険
、
個
人
年
金
、
地
震
保
険
な

ど
の
支
払
い
の
あ
る
方
:・
そ
の
控
除

証
明
書

*
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
(
個
別
納
付
分
)
の
支
払

い
の
あ
る
方
:・
納
付
確
認
書
ま
た
は

領
収
書
(
市
に
納
め
た
分
の
納
付
確

毎翠重量彊-璽，

我孫子市
手をつなぐ育成会
知的障害者が安心して

暮らぜるまち|こ

認
書
は
、

1
月
中
に
担
当
課
か
ら
発

送
し
ま
す
。
ま
た
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
料
は
、
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
)

*
国
民
年
金
の
支

払
い
の
あ
る
方
:・
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
た

「社
会
保
険
料
(
国
民

年
金
保
険
料
)
控
除
証
明
書
」
ま
た

は
領
収
書
〈
昨
年
の
申
告
か
ら
証
明

書
な
ど
の
添
付
か
提
示
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
〉

*
医
療
費
控
除
を

受
け
る
方
:・
医
療
費
の
領
収
書
(
原

本
)
。
医
療
費
の
補
て
ん
金
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
金
額
が
わ
か
る
書
類

※
年
末
調
整
済
み
分
の
控
除
の
書
類

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
に
も
申
告
の
内
容
に
応
じ
て
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※
市
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
を
受
け
る
方
は
、
確
定
申
告

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
幼
年
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す。

主
な
活
動
は
、
地
域
社
会
へ
の
理

解
を
深
め
る
活
動
、
福
祉
作
業
所

「
み
ず
き
」
の
管
理
運
営
、
喫
茶

「ぶ
ら
つ
と
」
の
運
営
、
花
フ
キ
ン

縫
い
な
ど
手
作
り
品
を
作
成
し
て
福

祉
ま
つ
り
な
ど
で
の
販
売
で
す
。

ま
た
、

「障
害
者
自
立
支
援
法
」

(
平
成
四
年
)
に
よ
り
活
動
場
所
や

家
庭
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
が
で
き

や
市
県
民
税
の
申
告
の
他
に
市
県
民

税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
は

平
成
四
年
分
の
確
定
申
告
書
の
提

出
と
納
付
は
、

2
月
四
日
開
か
ら
3

月
げ
日
開
ま
で
で
す
が
、
所
得
税
の

還
付
申
告
は
、
す
で
に
柏
税
務
署
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
に
よ
る
申

告
相
談
の
日
程
は
、
次
号
の
広
報
あ

ぴ
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

確
定
申
告
書
と
手
引
き
は
、

1
月
幻

日
開
か
ら
市
役
所
、
各
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す
。

確
定
申
告
は
税
務
署
に

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
柏
税
務

署
で
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
申
告
会
場
で
は
、
市
県
民

る
グ
ル
ー
プ
ホ
1
ム
や
ケ
ア
ホ
ー

ム
な
ど
の
整
備
が
急
務
と
な
り
ま

し
た
。
当
会
の
要
望
に
よ
り
、
昨

年
9
月
に
我
孫
子
市
と
社
会
福
祉

法
人
ア
コ
モ

1
ド
の
支
援
を
得
て
、

叩
人
定
員
2
ユ
ニ
ッ
ト
の
ケ
ア
ホ

ー
ム
が
布
佐
に
完
成
し
ま
し
た
。

「現
在
、
ケ
ア
ホ
l
ム
に
は
、
当

会
の
会
員
四
人
が
、
日
々
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
就
労

の
場
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

り

ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ

火

ん
の
理
解
支
援
を
得
な
が

『づ

ら
、
我
孫
子
市
と
協
働
し
て

凡
障
害
者
福
祉
の
向
上
を
目
指

わ馴

し
て
い
き
た
い
」
と
白
水
さ

川

ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

向
日
圃

小
口
容，
ee--
8
4
・
6

防

8
5
2
(新
規
会
員
、
賛
助

企

会
員
募
集
中
)

税
の
申
告
、
市
県
民
税
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
申
告
、
記
入
済

み
の
確
定
申
告
書
の
お
預
か
り
、
簡

単
な
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導
で
す
。

次
の
方
は
、
税
務
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

①
自
営
業
(
飲
食
業
、
大
工
な
ど
て

農
業
、
不
動
産
業
(
地
代
、
家
賃
)
、

保
険
外
交
員
、
ピ
ア
ノ
講
師
な
ど
事

業
系
の
所
得
が
あ
る
方
②
土
地
、

建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
が
あ
る
方

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
雑
損

控
除
、
外
国
税
額
控
除
を
受
け
る
方

④
過
年
分
の
申
告
、
平
均
課
税
の
申

告
を
す
る
方
な
ど

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
確
定
申

告
用
の
プ
レ
ハ
ブ
設
置
の
た
め
4
月

上
句
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
相
税

務
署
は
相
駅
か
ら
徒
赤
布
日
分
で
す
。

自
宅
で
申
告
書
を
作
成

国
税
庁
の
ホ
I
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
を

。
国
税
庁
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

「確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

(
Z
G一

¥
¥
若
者
宅

-E釦
-m0・甘
¥
)
で
申
告

生涯スポーちFのpド1¥イザー

体育指導委員を
募集

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
す
る
た
め
、
体
育
指

導
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
、
ニ
ュ

1
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介
や
指
導
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

舎
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、

印
刷
し
て
添
付
書
類
と
一
緒
に
提
出

す
る
だ
け
で
す
。
自
宅
で
M
時
間
い

つ
で
も
作
成
で
き
、
用
紙
だ
け
の
印

刷
も
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
〒
2
7
7

1
8
5
2
2
柏
市
あ
け
ぼ
の
2
の
1

の
初
柏
税
務
署
に
郵
送
す
る
か
、
税

務
署
正
門
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
収

受
印
が
押
さ
れ
た
申
告
書
の

「
控
」

が
必
要
な
方
は
、
3
枚
複
写
の
申
告

書
の
3
枚
目
と
切
手
を
蜘
っ
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地

・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
と

贈
与
税
に
つ
い
て
も
利
用
で
き
(
特

例
の
内
容
な
ど
に
よ
り
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
)
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
以
外
に
も
税
務
に
関

す
る
主
な
申
請

・
届
出
書
様
式
が
利

用
で
き
ま
す
。

。
電
子
申
告

・
納
税
シ
ス
テ
ム

(
e

l
T
a
x
)
を
利
用
す
る
と
、
国
税

活
動
へ
の
助
言
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
な
ど
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
楽
し
む
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

対
象
・
{
Z
寅
市
内
在
住
の
却
歳
以

上
の
方
で
、
体
力

・
健
康
に
自
信
が

あ
り
、
土

・
日
曜
日
に
活
動
で
き
る

方
(
年
間
初
日
程
度
)
、
叩
人
程
度

内
容

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
普
及
・
振
興
、
市

・
県

の
社
会
体
育
事
業
へ
の
参
加
な
ど

任
期

平
成
初
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
辺
年
3
月
白
日

(
2年
間
)

選
考
方
法

第
1
次
:・
書
類

・
レ
ポ

ー
ト
審
査
(
結
果
は
2
月
下
旬
に
通

知
)
第
2
次
:・
面
接

(
3
月
上
旬

実
施
予
定
)

選
考
基
準

。
ス
ポ
ー
ツ
に
深
い
関

心
と
理
解
を
持
つ
方
。
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
指
導
や
助
言
が
で
き
る
方

庁
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
で
作
成
し
た
申
告

書
の
デ
1
タ
(
相
続
税
を
除
く
)
に

電
子
証
明
書
を
添
付
し
て
、
そ
の
ま

ま
送
信
(
提
出
)
で
き
ま
す
。

e
l
T
a
x
を
利
用
す
る
に
は
、

手
続
が
必
要
で
す
の
で
、

e
l
T
a

x
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

(
Z
G一¥
¥
当
者

宅
-o's
un-ロ
E
・閃
0
・守
¥)
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
恩
わ

れ
る
方
に
は
、
1
月
幻
日
開
に
市
県

民
税
申
告
書
4

乞
発
送
し
ま
す
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
郵
送
で
3
月
口
日
開
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
合
計
所
得
金
額
が
一
定
基

準
以
下
の
方
は
、
本
来
申
告
の
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
な
ど
に
必

要
で
す
の
で
、
所
得
の
有
無
や
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

。
社
会
的
に
信
望
の
あ
る
方
。

職
務
を
行
、
つ
た
め
に
必
要
な
熱
意

と
能
力
を
持
つ
方

報
酬

日
額
7
0
0
0
円

申
し
込
み

所
定
の
応
募
用
紙
と

レ
ポ
ー
ト
用
紙
(
市
役
所
、
教
育

委
員
会
、
ア
ピ
ス
夕
、
発
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
に

用
意
)
に
必
要
事
項
(
レ
ポ
ー
ト

用
紙
に
は
「
私
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

「健
康
と
体
力
づ
く
り
」「
ス
ポ
ー

ツ
と
健
康
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
」
の
い
ず
れ
か

の
テ
1
マ
を
選
択
)
を
明
記
し
、

2
月
8
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l

--1古
戸
6
9
6
教
育
委
員
会

体
育
課
(
市
民
体
育
館
内
)
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

圃

教
育
委
員
会
体
育
謀
宮
7
1

8
7
・
7
5
5
5

税
務
署
に
よ
る
確
定
申
告
書
の

作
成
相
談
会

日
時
・
場
所

左
表
の
と
お
り

対
象

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
医
療

費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
の
還
付
申
告
者
や
年
金
受
給
者

の
方

V税務署による確定申告書の作成相談会

日 程 場所 時間

午前9時30分~正午、1月24日岡市役所本庁舎分館2階
午後1時"'3時30分

※申告書を自分で作成できるよう、申告に必要な書類

と電車と印鑑をお持ちください。

※贈与税譲漸 得のある方は税務署ヘご相談ください。
※混雑の状況により、 早めに終了する場合があります。

千
葉
県
税
理
士
会
に
よ
る

無
料
申
告
相
談
会

日
時
・
場
所
左
表
の
と
お
り

対
象

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税

・

消
費
税
の
申
告
と
、
年
金
受
給
者

・

給
与
所
得
者
の
所
得
税
の
申
告
の
方
。

V千葉県税理士会による無料申告相談会

日 程 場所

1月30日嗣~ けやきプラザ2階
2月1日幽 [ふれあいホールj
2月15日幽 J R我孫子駅南口 (駐車場tj

台数に限りがあり、有料です。※混雑の状況により、
2月18日(月)公共交通機関のご利用をお願早めに終了する場合
2月19日ωいします) があります。

※贈与税・譲濃所得のある方は、税務署ヘご相談ください。

時間

午前9時30分~正午、
午後1時"'3時30分

※
相
談
会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
申

告
書
を
自
分
で
作
成
で
き
る
よ
う、

申
告
に
必
要
な
書
類
と
電
車
と
印
鑑
、

筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
の
複
雑
な
方
は
、
税
務

署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
に
よ
る
市
・

県
民
税
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
申
告
受
付

日
時
・
場
所

左
衰
の
と
お
り

午前9時30分~正午、
午後1時"'3時30分

午前9時'"11時30分、
午後1時"'3時30分

付鰻
間
岬
時
除控額欄
場

料
利

問

車
有
ご

時

|
駐

、の

県

ル

-(
り
関

M
M

所
猶
ト
前
向
雌
間

借
島
、
れ
い
駅
り
交
パ

宅
埼
一
刊
しあ
子
限
共
川

住

宍
市
孫
に
公
鳳

税

き

μ我
致

。お

民

や

R
台
す
を

県

け

J
は
で
用

市
2
E

附

脳

同

日

若

君

日

I

日
目

よ

拘

H

M

2

に
日

耳

目

陀

月

+
明

f
e

lt

4

n

4

q

u

v

，
 

※
入
居
後
、
初
め
て
申
告
す
る
所
得

税
の

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」

の
作
成
指
導
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

※
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
(
原
本
)

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
記
入
に
あ
た

っ
て
は
、
住
宅
借
入
金
等
の
年
末
残

高
合
計
額
が
必
要
で
す
の
で
、
メ
モ

な
ど
に
控
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

※
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
市
役

所
、
先
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

申
告
書
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
記
入
し
な
る
べ
く
郵
送
で
申

告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

圃

確
定
申
告
:・
柏
税
務
署
宮
7
1

4
6
・
2
3
2
1
、
市
県
民
税
の
申

告

・
改
正
内
容
:・
市
役
所
課
税
課

・

内
線
3
3
4

市役所本庁舎分館2階

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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市
で
は、

4
月
か
ら
の
有
料
自
転

車
駐
車
場

(図
・
表
参
照
)

の
利
用

申
請
を
受
け
付
け
ま
す。

現
在
利
用
中
の
方
も
3
月
白
日
で

使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方

住
居
や
勤
務
先
が

各
駅
か
ら
5
0
0
mを
超
え
る
通
勤

.
通
学
者
な
ど

R
存
期
間

1
月
日
日
附
か
ら
白
日

同利
用
期
間

4
月
1
日
か
ら
平
成
幻

年
3
月
担
日

申
請
方
法

申
請
書
(
各
自
転
車
駐

車
場
の
管
理
棟
に
用
意
)
に
必
要
事

事
乞
明
記
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
に

一一
一

・・圃---・・園田・---
一卜『月
一

一一
一一一… 

… 一
一
‘....... .. 
aJ】

-=---m 

・・・ E・・・ a

-
E・l竺 E----

現
在
利
用
中
の
方
も
申
請
を

~ -

投
か
ん

(
申
請
は
1
人
1
台
に
限
り

ま
す
)

利
用
決
定

申
請
は一

括
で
審
査
し、

応
募
者
多
薮
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

※
利
用
決
定
者
に
は、

3
月
上
旬
に

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す。

使
用
料
の
納
付

金
融
機
関
に
納
入

通
知
舎
を
持
参
し
て
、
使
用
料
を
納

付
し、

領
収
容
を
受
け
取
る

定
期
シ
ー
ル
の
交
付

3
月
お
日

ω

か
ら
白
日
開

(7
日
間
)

屋外・・・
午
前
6
時
却
分
か
ら
午
後
6

時
初
分

屋内・・・
午
前
6
時
却
分
か
ら
午
後
9

時※
屋
内
は、

申鏡

、ン
1
ル
の
交
付
時

に
駐
車
位
置
の
抽
選
を
行
い
ま
す。

7
日
間
毎
日
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、

早
朝
か
ら
並
ん
で
も
希
望
す
る
駐
車

位
置
に
当
選
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
領
収
舎
を
管
理
棟
に
持
参
し
定
期

シ
l
ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

圃

交
通
課

・
内
線
3
3
0

布
佐
駅
東
口
駐
輪
場

布
佐
駅
東
口
駐
輪
場
の
受
け
付
け

は、

3
月
日
日
出
か
ら
行
い
ま
す。

圃

我
孫
子
市
都
市
建
設
公
社
宮
7

1
8
5
・
1
1
4
4
、
布
佐
駅
東
口

駐
輪
場
宮
7
1
8
9
・1
8
5
8
(日

曜
、
祝
日
を
除
く
午
前
6
時
加
分
か

ら
午
前
9
時
却
分
)

鹿
目
か
ら
受
け
付
け

有料自転車駐車湯::;;21?iE12

-FZ白書苦百四国胞a

自転車の放置はやめましょう

市では、我孫子・天王台町
周辺の禁止区域内や公共の場
所に放置されている自転車を
随時撤去しています。
駅などを利用する際は自転車
駐車場をご利用ください。

金料

V募集する自転車駐車場(屋内 ・屋外)

収容台数

自転車原付
2，076 -

称番号 名

①我孫子駅北口 自転車...・H ・.....・H ・H ・H ・"9，720円/年
自転車(1陪・ 2階)・・'9，720円/年

148 自転車 (3階)....・H ・-…3，720円/年
原付 (50∞以下)……24，360円/年
自転車(地下・ 2階)…9，720円/年
自転車 (3階)…...・H ・"3，720円/年

自転車(地下・ 2陪)…9，720円/年
87 自転車 (3陪)…....・H ・'3，720円/年
原付 (50∞以下)…・・・24，360円/年

1，467 

1，094 

1，718 

⑤我孫子駅北口原付 ー 291 
屋⑥我孫子駅南口第3 380 40 
⑦天王台駅北口第1 700 100 
外③天王台駅北口第2 600 100 
⑨天王台駅南口第1 600 100 

※使用料は年間一括払いが基本です。屋内自転車駐車場の1階、2階、地下と原付で支
払いが困難な方11、申請により3カ月単位で分納することができます。郵送された納入
通知書を持参し、管理人の勤務時間内に申請してください。

Ei克直宮;~明日胞a

h
J
 

目

パ
丁

ル

南

3

ク
子

町

イ

孫

本

サ

我

②

③

 
屋

内

④サイクルパーク
天王台南

自転車...・H ・..……...・H ・"3，720円/年

原付(50∞以下)....・H ・'7，320円/年

/ 

後期高齢者医療制度の
保険斜率が決定しました
4月1日から、後期高齢者医療制度が始まります。対象者は、75歳以上の方と一定の

障害がある65歳以上の方のうち認定を受けた方で、この制度で必要な医療費のうち一部

を保険料として負担していただくことになります。

保険料の仕組みは
後期高齢者医療制度の対象者は医療費全体(医療機関の窓口で支払う自己負担を除く)

の1割を保険料として負担していただきます。残りの約5割は国や県、市町村からの公費、
約4割は名医療保険の加入者が負担する保険料などで賄われます。

保険料率は
保険料率は、昨年11月に千葉県後期高齢者医療広域連合議会で決まりました。保険料

の算定方式や保険料率は、原則、 県内均一で所得に応じて、個人の保険料が決まります。

我弼子市にお住まいの方の保険料率は、平成20・21年度は、年間均等割額が37.400
円、所得割率が7.12%です。 [表1] 

1表1]保険料額の求め方
均等割額37.400円+(所得割額 (総所得金額等ー基礎控除額33万円)x所得割
率7.12%) ※100円未満は切り捨てとなります。

保険料の軽減と減免は
所得の低い世帯の被保険者は、被保険者とその属する世帯の世帯主に付き算定した総所

得金額等の状況に応じて、均等割額が軽減されます。 [表2]
また、加入する前日まで、被用者保険(社会保険、健康保険組合、共済組合など)の加

入者に扶養されていた方は、これまで保険料の負担がなかったことから、2年間所得割が
かからず、均等割額が5割軽減されます。
なお、これらの方は、平成20年度は特例として保険料を9月まで徴収せず、その後の
半年は均等割額の1割、年額1，800円の負担となります。

災害などで重大な損害を受けたときや特別な事情で、保険料を納めることが困難な方

は、広域連合に申請することで、保険料が減免される場合があります。

[表2]:均等割額の軽減について
軽減割合 総所得金額等が下記の金額以下の世帯
7割軽減 33万円
33万円+(24万5，000円×世帯に属する被保

5割軽減 18，700円18，700円
険者数 (被保険者である世帯主11除<)

2割軽減 33万円+(35万円×世帯に属する被保険者数) 29，920円 7，480円

※65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得の金額から特別控除

として15万円を差し引いた額を総所得金額等として判定します。

※世帯主方向捜保険者ではない場合でも、その世帯主の所得は、軽減の判定の際の対象

となります。

保険料を納める方法は

保険料は、原則、 介護保険料と同様に、年金から自動的に納付されます。

ただし、年金受給額が年額18万円未満の方や、後期高齢者医療保険料と介護保険料の

合計額が年金受給額の2分の1を超える方は、市の条例で定める納期ごとに、納付書な
どで収めることになります。

年間の保険料は
我課子市にお住まいの被保険者が1年間に支払う保険額は、[表3]を参考にしてくだ

さい。なお、保険料の年間の限度額は50万円です。

[表3]i平成20・21年度における個はの後期高齢者医療保険料額の試算(年額)J
次の表は、年間の保険料額がとうの程度になるかを試算したものです。被保険者それ
ぞれの保険料は、平成20年4月に送付する保険料決定通知書でお知らせします。

例 1) 1人世帯の場合

参考:年金収入のみ 79万円 173万円
保険料額 11，200円44，100円

例2)夫婦2人世帯の場合
区 分 Aさんの世帯 Bさんの世帯 Cさんの世帯

夫 173万円 220万円 250万円
妻 79万円 79万円 79万円
夫 32，900円 77，600円 106，400円

保険料額 二
妻 18，700円 29，900円 37，400円

※夫婦2人世帯の場合、夫の年金収入の額で判定すると、収入が168万円以下は7
割軽減、192万5千円以下は5割軽減、238万円以下は2割軽減です。

※[表2]の判定方法により、Aさんの世帯は37.400円、Bさんの世帯は15，000
円が軽減されています。

葬祭費 ・保健事業は
被保険者が死亡したときは、葬祭を行う者に対し、葬祭費として5万円方R支給されます。
また、被保険者の健康の保持増進のため健康診査を受けることができます。
固介護支援諜高齢者医療担当・内線414、千葉県後期高齢者医療広域連合業務課2

043・308・6768

※住民説明会のお知らせ…2月12日開から2月15日樹の聞に市内の各近隣センターで

行います。日時など詳しくは、2月1日号の広報あぴこでお知らせします。

軽議後の鈎等割額 軽減額

11，220円26，180円

201万円 220万円 250万円 320万円

64，000円85，1∞円 106，4∞円 1日，300円

参考:年金収入のみ

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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4月から利用を希望する児童を募集

援

三円
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量

午
前
9
時
話
分
、

対
象

共
働
き
や
、
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親
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庭
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困
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市
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保
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内
容

放
課
後
の
児
童
の
生
活

指
導
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導
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設
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時
*
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課
後
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午
後
7
時

*
土
曜
日
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学
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休
業

日
:・
午
前
8
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(
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額
6
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0
円

(
8
月

の
み
9
0
0
0
円
)
〈
市
民
税
の
謀

介護支援課

臨時・腸詰職員

日
時
6
分

-m分
・
お
分

-
U分、

日
時
口
分

圃

我
孫
子
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

音
声
官
賞
会
宮
7
1
8
7
7
1
1
0

熱意のある万大募集!

勤
務
期
間

3
月
1
日
か
ら
平
成
幻

年
3
月
白
日
(
更
新
あ
り
)
、
午
前

謀で筈い庭ダ明必市学 申 税
一各類状でウ害要ホ童し状
内学を態保ン(事 1保 込 況
線童添で育ロ市項ム育みに
4 保えあす lホをペ室二よ

全宣{さ至高よ盟会会圃品
ヘ王角とと)ペ℃に蚕申|元
た 31をがま 1 、用、て請あ
は日証出たジ就意保書り

害毒Z雲装言霊ζ裏客〉

臨時担保育指導員の登録を彊け付111
市内の学童保育室で、臨時学童保育指導員として働きたい方の登録を受け付けます。
資格要件 保育の仕事に意欲のある 18歳以上の健康な方(受付時に面談を実施)
任周期間 臨関学童保育指導員に欠員が生じた場合で6力月以内(更新可)
動務時間 平日は放課後から午後7閉までの問、土曜日・学校休業日は午前8時
から午後7時までの聞で必要な暗闇
時給 880円(通勤手当は距lこ応じて別途支給)
申し込み・固履歴書(写真暗柑)を、保育課(市御酒別館2階)ヘ直接持参 |
固保育課・内線447 ) 

電話番号

7184・1710

7185-4800 
7185-1295 
718き2491

7184・9831

7184・5779

7182・8030

7188・1672

7188-0195 
7187・2474

7188-7544 

7189-3364 
7189-5450 

v市内学童保育室

学童保育室名

我孫子一小学童保育室

我孫子四小学童保育室

根戸小学童保育室

並木小学童保育室

我孫子三小学童保育室

高野山小学童保育室

我孫子ニ小学童保育室

湖北台西小学童保育室

湖北台東小学童保育室

湖北小学童保育室

新木小学童保育室

布佐小学童保育室

布佐南小学童保育室
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)
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介
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あ
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)
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援
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」
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記
)
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書
の
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、
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の
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題
」
ま
た
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必
要
性
」
に
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て

を
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4
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1
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か
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(
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日
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)
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保
険
法
に
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づ
く
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認
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査

対
象

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
町

看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

社
会
福
祉
士
、
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護
福
祉
士
、
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員
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格
者
、
ま
た
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そ
の
他
市
町
村
で
介
護
保
険
認
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調

我孫子市第二決基本計画(案)
我孫子市第二欠基本計画(案)について、市民の皆さんの意見を公募します。

O公表期間・閲覧場所 企画調整担当(恒踏略可)剛7183・
1月19日曲から2月7日開、行政情 0066、Eメール|くikaku@city.abilくO.
報資料室(市役所本庁舎1階)、各行政サー chiba.jpヘ
ピスセンター、アビス夕、湖北地区公民館、 。いただいた意見への対応

市民プラザ、市ホームページ 提出された意見の概要と意見に対す
O意見の提出方法 る市の考え方を、市ホームページと閲
住所、氏名、計画(案)についての 覧場所で公表します。

ご意見(書式は不問)を明記し2月7 意見に基づき案の修正を行ったとき
日必着で郵送、ファクス、 Eメーjレ、 は、修正内容も公表します。
持参のいずれかで〒270・1192市役所 固企画謂整担当ft7185-1426 

〔パブリックコメン卜(意見公募.
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支
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1
1
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介護サービス相談員の募集

動務期間 4月1日;から2年間(更新あり)

内容 サービス事業手向訪問などから利用者の相談
や事業者と意見突換を行う

対象市内在住の方で、相談員としてふさわしい人

格と熱意を持った方、若干名
※9月上旬 (4日間)と 10月上旬(1日間)に開

催予定の研修に参加できる方
選考方法書類審査と面接

申し込み・固 「私が思う介護保険制度についての

意見・提言Jをテーマにしたレポート400字詰め
原稿用紙2枚程度(師、協、年齢、 電話番号、「介

護サービス相談員応募Jと明記)をそえて2月5日
必着で〒270・1192市役所介護支援諜(住持省略可)
ft 7185・1112ヘ郵送または持参

持参のいずれかで〒270・1192市役
所生活支捷泉(位踏略可)剛7183・
1158、Eメーjレseikatsushien@city
.abiko.chiba.jpヘ
。いただいた意見への対応

提出された意見の概要と意見に対す
る市の考え方を、市ホームページと閲
覧場所で公表します。
意見に基づき案の修正を行ったとき
は、修正内容も公表します。
園生活支援諜・内線384

我孫子市重度障害者医療費の
支給に閲する察側(案)

我課子市重度障害者医療費の支給に関する条例(案)について、市民の皆さ

んの意見を公募します。

。公表期間・閲覧場所

2月8日幽から2月27日刷、生活支
援課(市役所西別館2階)、 福祉総合相談
室(市役所西日胞2階)、行政情報資料室
(市役所本庁舎1階)、各行政サービスセ
ンタ一、アビス夕、湖北地区公民館、市

民プラザ、市ホームページ
。意見の提出方法
住所、氏名、条例(案)についての

ご意見(書式は不問)を明記し2月27
日必着で郵送、ファクス、 Eメーjレ、

〔パブリックコメント(意見公募.

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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を
明
記
し
、

1
月
幻

日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
3
2湖

北
台
1
の
ロ
の
日
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
世
帯
全
員
が
市
・

県
民
税
非
課
税

の
方
は
、

2
月
6
日
ま
で
に
健
康
づ

く
り
支
援
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
者
に
は、

2
月
上
旬
に
「
検

診
の
案
内
」
を
郵
送
し
ま
す
。

圃

健

康

づ
く
り
支
援
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
2
6

(チドリ目カモメ科)

木
枯
ら
し
が
吹
き
出
す
晩
秋
、
ユ

ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
冷
た
い
風
と
と

も
に
日
本
に
や
っ
て
来
る
冬
烏
で
す
。

セ
グ
ロ
カ
モ
メ
は
黄
色
く
太
院

を
持
ち
、
瀧
い
灰
色
の
翼
を
広
げ
る

と
1
4
o
m
前
後
に
も
な
る
大
型
の

カ
モ
メ
で
す
。
完
全
に
成
鳥
の
羽
色

に
な
る
に
は
産
ま
れ
て
か
ら
3
年
も

か
か
り
ま
す
。

セ
グ
ロ
カ
モ
メ
は
江
戸
時
代
に
は

創

劃
即
時
一

糊

糊

伽

馴

l
仰
文
】
帯
守
4

-
民
夏

上
田

川
川
喜
守

頭

文

小学生・中高生に
ボランティア体験を

受け入れ団体や施設を募集

「
お
ほ
か
も
め
」
と
呼
ば
れ
、
他

の
大
型
カ
モ
メ
の
オ
オ
セ
グ
ロ
カ

モ
メ
や
ワ
シ
カ
モ
メ
と
同
じ
名
前

で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
モ
メ
に
は
海
の
鳥
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
手
賀
沼
で
は

1
9
9
0
年
頃
か
ら
少
数
観
察
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
々

飛
来
数
が
増
加
し
現
在
、
多
い
時

で
は
切
羽
前
後
が
観
察
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
手
賀
大
橋
の

街
灯
や
手
賀
沼
の
桁
で
ユ
リ
カ
モ

メ
に
混
ざ
り
と
ま
っ
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

セ
グ
ロ
カ
モ
メ
は
ユ
リ
カ
モ
メ

よ
り
も
一
回
り
大
き
く
見
え
ま
す
。

少
し
強
面
で
す
が
、
手
資
沼
散
策

の
楽
し
み
の
一
つ
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

市
で
は
、
小
学
生
・
中
高
生
が
気

軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
で
き
る

よ
う
、
小
学
生
・
中
高
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ

け
る
市
民
活
動
団
体
や
施
設
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
で
き
る
市
民
活
動
団
体
や
施
設
の

情
報
を
ま
と
め
た
情
報
紙
を
3
月
上

旬
ま
で
に
作
り
、
市
内
の
小
中
学
校

・
高
校
や
公
共
施
設
に
配
布
し
ま
す
。

対
象
期
間

3
月
下
旬
か
ら
7
月
下

旬
ま
で
に
体
験
で
き
る
活
動

申
込
締
切
日

1
月
白
日
同

※
申
し
込
み
後
、
情
報
記
入
シ
l
ト

を
お
送
り
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
で
、
氏
名
(
団
体
・
施
設

名
)
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、
市
民

活
動
支
援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
4
6

7
m
7
1
8
5
・
5
7
7
7
E
メ
ー

ル凹

E
5
5
W
2
2仏
O
戸
@
巳
ミ
・

巴
u
F
W
0・
n
y
F
2勺

あ
「な
あ尼
び 0)
? 量罰

~(と

葉護
家了
養
成
塾
L..圃

起
業
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ぴ

な
が
ら
、
自
分
の
強
み
や
「
な
に
を
、

誰
に
、
ど
う
提
供
す
る
か
」
と
い
う

事
業
計
画
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

日
時
・
内
容
下
表
(
全
3
回
)

場
所
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ

ィ
ス
A
B
I
K
O
S
(本
町
3
の
7

の
叩
〈
旧
寿
交
番
前
〉
)

定

員

先
着
お
入

費
用

9
0
0
0
円

(
終
了
後
、
市

か
ら
半
額
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は

受
付
時
に
)

申
し
込
み
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

か
E
メ
l
ル
で
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
示
し
、

2
月
5
固
ま
で
に

N
P
O
法
人
A
C
O
B
A
g
7
1
8

1
・
9
7
0
0
(夜
間
休
日
は
宮
0

9
0
・
8
6
4
4
・
1
7
9
4
)
附

7
1
8
5
・
2
2
4
1
、
E
メ
l
ル

ω
8ゲ
包
@
』

8
5・7
O
E
O
-
ロφ
甘
へ

日時 内容

2月13日制
I起業のためのシミュレーション』起業家度チェック、起業家
に求められるもの、ビジネスアイデアの整理など

2月20日制
I小さくても強いビジネスを生み出す』マーケティングの基本、
資金・損益・収支計画の立て方、開業資金、事例研究など
Iビジネスをしっかり立ち上げる』事業計画(実施プラン)ワ

2月27日制 ークショップ、起業プランの発表、ビジネスアドバイスなど
(※参加者の交流会も開催)

冬
の
鳥
を
観
察
し
て
み
ま
U
A
A
U

• 

環
績
レ
ン
ジ
ャ

l
ネ
イ
チ
ャ

l
イ
ン

手
賀
沼
周
辺
の
野
鳥
の
観
察

我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
l
、
我
種
の
烏
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

孫
子
野
鳥
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
が
、
カ
ワ
セ
ミ
、
パ
ン
ダ
ガ
モ
(
ミ
コ
ア

手
賀
沼
遊
歩
道
を
歩
い
て
手
賀
沼
周
イ
サ
)
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
と
の
出
会

辺
に
集
ま
る
冬
の
烏
を
案
内
し
ま
す
。
い
が
期
待
で
き
ま
す
。

1
月
は
手
賀
沼
周
辺
で
は
最
も
多
く
日
時
・
集
合
場
所

1
月
訂
日
制
午

野
鳥
が
観
渠
で
き
ま
す
。
昨
年
は
羽
前
9
時
水
の
館
玄
関
前
の
広
場
に
集

合
、
正
午
解
散
予
定
(
荒
天
中
止
)

定
員
な
し
(
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
)

費
用
無
料

持

参

防

寒
具
、
観
察
用
具
(
あ
れ

ば
翠
眼
鏡
な
ど
)
、
雨
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
1
月
お
固

ま
で
に
手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
8
へ

谷
津
の
小
鳥
の
観
察

日
時
・
集
合
場
所

2
月
2
日
出
午

前
9
時
加
分
J
R
東
我
孫
子
駅
南
口

広
場
集
合
、
日
時
却
分
解
散
予
定

(
荒
天
中
止
)

内
容

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
に
生

息
す
る
小
鳥
を
観
渠

案
内
人
染
谷
迫
夫
さ
ん

(
自
然
観

察
指
導
員
)

定
員
先
着
お
入

費

用

無

料

持
参
双
眼
鏡

(あ
れ
ば
)

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
課

.
内
線
4
6
5
へ

(産鑑璽酷二互哩型曙緒、
講座名 単元数 日時 受講料

インター
2/12 10時30分~

2/5 10時30分~ 2/12 13時~
/'Iソコン ネット 4単元 5反)()円
入門講座
3単元 2/5 13時~ 3500円 講座 2/13 10時30分~
2/6 10時30分~ 2/13 13時~

2/9 10時30分~ デジタル 2/19 10時30分~

ワード 2/1010時30分~ カメラ 3単元 2/19 13時~ 3反)()円
2003 5単元 2/11 10時30分~8000円 講座 2/20 10時30分~
講座 2/16 10時羽分~ お楽しみ 2/25 10時30分~

2/17 10時初分~ 講座 4単元 2/25 13時~ 4α)()円
2/9 13時~ (工クセル 2/26 10時30分~

エクセル 2/1013時~ 活用術) 2/26 13時~

2003 5単元 2/11 13時~ 8000円 到す時間午前10時から午後6時
講座 2/1613時~ 定員各講座15人(応募者多数の場合は抽選)

2/17 13時~ 申し込み・固窓口、または電話かファクス

※1単元同O分。受講料l品、教材費、通信費を含む。 で1月25日までに市民プラザc7183-2111
※お楽しみ講座(;1:.工クセ)112003講座を修了した方対象。 剛7183・5300ヘ

※いずれも午後1鴎"'4時30分まで

~地球にやさしい生活を実行するために~

NECの環漉対策を見に行こう
環境にやさしい事業活動に取り組んでいる模範事

業所として、 NE C (日本電気株式会社)の見学会

を開催します。

日時 2月2日凶午前10酷から正午ごろ
集合場所 NECクラブハウス内ロビー

場所 NEC我孫子事業場内(日の出131番地)

※無料駐車場・ JR天王台駅北口からパスあり。
内容 NECが取り組んでいる環境にやさしい事業活動の紹介、事業場内見学

(建物内・外の資源分別置き場、生ごみ処理機ほか)

定員先着35人

参加費無料

申し込み・固電話で手賀沼諜・内線462ヘ(当日申し込み不可)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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備
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略黒
しはタ
て市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
記 tそ
で市
す竺。....
%.ヱ"
墳序
自主
は E

圃共

要携
主主
己主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

臼

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
演
会

.. -
日
2
月
5
日

ω9時
日
分
5
日
時
却

分
所
ア
ビ
ス
タ

内
「
い
じ
め
る

心
い
じ
め
ら
れ
る
心
家
庭
の
中

か
ら
み
つ
め
な
お
そ
う
」
講
師
:
・内

田
玲
子
さ
ん
(
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
)

対
先
着
1
0
0
入

費

無

料

申
・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
E

メ
1
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

2
歳
以
上
の
託
児
・
手
話
通
訳
希
望

の
有
無
(
要
予
約
)
を
明
示
し
、
我

孫
子
地
区
公
民
館
・
家
庭
教
育
学
級

担率一
宮
7
1
8
2
・
0
5
1
1
m
7

1
6
5
・
6
0
8
8
E
メ
1
ル
W
O

E
U
5
Eロ
⑪
巳
司
・

ω
E
W
0・n
E

σω
』
℃
へ

" * 手
賀
沼
写
真
展

日
3
月
2
日
制
ま
で
9
時
却
分
S
M

時

所
北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
(
柏
市
戸
張
新
田
四
反
町
お
)

〈
月
曜
閉
館
。
た
だ
し
、
祝
祭
日
の

場
合
は
翌
日
開
館
〉

内
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
摩
干
賀
沼
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
切

点
を
展
示
、

2
月
上
旬
に
作
品
切
点

の
入
れ
替
え
を
行
い
、
合
計
1
0
0

点
を
展
示
費
無
料
圃
北
千
葉
導

水
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
6
3

-
4
7
5
1
 

第 1205号

我
孫
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
1
月
白
日
同
日
時
5
日
即
時
加
分

所
市
民
プ
ラ
ザ
内
公
開
講
演
会

日
・
:
日
時

所
・・・場所

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
に
つ
い

て
」
講
師
:
・横
内
清
光
さ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
交
流
会

対
当
日
先
着
1

0
0
人
費
無
料
主
・
圃
我
孫
子

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
・
森
本
宮

7
1
6
9
・
9
7
3
5

久
寺
家
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
聴
会

新
春
の
集
い

日
1
月
初
日
冊
目
時
初
分

1
日
時

所
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
餅
っ

き
と
餅
の
振
る
舞
い
、
子
ど
も
昔
風

遊
ぴ
、
日
本
舞
踊
、
琵
琶
演
奏
、
津

軽
三
味
線
漬
奏
、
雑
煮
・
っ
き
mm
・

飲
み
物
な
ど
の
販
売
圃
久
寺
家
近

隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
7
9
・
1
1
6

6 
デ
ッ
サ
ン

・
ド
ヌ
l
ブ
会
展

日
2
月
1
日
働
1
6日
制
日
時

i
m

時

(
1
日
は
H
時
か
ら
、

6
日
は
日

時
ま
で
)
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
鉛

筆
画
、
木
炭
デ
ッ
サ
ン
、
水
彩
画
、

日
本
画
、
洋
画
の
展
示
費
無
料

圃
大
谷
宮
7
1
3
9
・
9
6
2
2

踊
り
と
唄
の
発
表
会

日
2
月
2
日
回
目
時
却
分
開
演

所

湖
北
地
区
公
民
館
費
無
料
主
我

孫
子
市
商
工
会
女
性
部
圃
商
工
会

事
務
局
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

参
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

3
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
-

E
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

日
2
月
5
日

ω・
6
日
制
(
全
2
日

間
)
叩
時
5
日
時
加
分
所
け
や
き

プ
ラ
ザ

内
「
相
談
支
援
の
現
場
か

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

ら
」
「
就
労
の
現
場
か
ら
」
「
思
い

を
実
践
す
る
こ
と
」
ほ
か
対
過
去

に
市
の

「
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
議
さ
れ
て
い
る
方
で
両
日

参
加
で
き
る
方
、
先
着
加
入
費
無

料

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
町
村
旬
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
明
記
し
、

1

月
お
日
(
消
印
有
効
)
で
一
T
2
7
o

l
-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
市
役

所
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
4
2
1

昔
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
こ
う

日
1
月
お
日
回
目
時

内
・
所
家
で

眠
っ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
を
湖
北
地
区

公
民
館
の
ホ
l
ル
で
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
?
約
5
分
ほ
ど
の
ア
ナ
ロ
グ

レ
コ
ー
ド
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

昔
懐
か
し
い
音
楽
を
楽
し
む

対
先

着
却
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費
無
料

申
・
圃
直
接
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
1
ル
に
住

所
、
駁
旬
、
歌
手
名
、
曲
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

1
月
幻
日
必
着
で

〒
2
7
o
l
-
-
2
2
中
皐
剖
の
3

湖
北
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
8
・
4

4
3
3
m
7
1
8
8
・
7
7
2
0
E

メ
1
ル
Z
F
O
E
-
w
@の
F
F
3

5
色
・
ロ
0
・
甘
(
観
賞
の
み
ご
希
望

の
方
は
申
し
込
み
不
莞
当
日
、
直

接
会
場
へ
)

警
回
世
界
の
家
庭
醤

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
庭
料
理
事
ぼ
う
"

日
2
月
9
日
回
目
時

i
U時
所

湖

北
地
区
公
民
館

内
家
庭
で
作
れ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
的
な
家
庭
料
理

を
学
ぶ
、
講
師
:
・勝
部
マ
リ
ア
デ
イ

ジ
ー
さ
ん

対
加
入
(
応
募
者
名
薮

時
は
抽
選
)
費
8
0
0
円
(
材
料

費
込
み
)
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
仇
、

ふ
き
ん

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
か
E
メ
l
ル
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-

2
2
中
星
剖
の
3
湖
北
地
区
公
民
館

宮

7
1
8
8
・
4
4
3
3
m
7
1
8

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

8
・
7
7
2
0
E
メ
l
ル
woyow

z-w@nyFω
・
0
5
ω
F
E
m
-
Vま
た

は
直
接
窓
口
へ

認
知
症
サ
ボ
I
タ
I
養
成
講
座

日
1
月
辺
白
川
W
H
時
1
日
時
却
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
慈
の
方

や
そ
の
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
と
し
て

「
認
知
症
サ
ボ

l
タ

1
」
を
養
成

対
先
着
初
入
費
無

料
持
筆
記
用
具

申
・

圃
電
話
で

エ
ス
ポ
ワ
1
ル
わ
が
家
宮
7
1
8
8

・
9
7
6
6
(
9
時
S
M時
)
へ

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
1
月
白
日
同
日
時
加
分

1
日
時
加

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換

対
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
費
無
料

圃
介

護
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

身
体
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
2
月
7
日
・
凶
日
・

2
日

-m日、

3
月
6
日
・
日
日

-
U
日
の
い
ず
れ

も
木
曜
日
目
時
1
日
時

所
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

の
基
本
操
作
、
日
本
語
入
力
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
1
ル
の
基
本

操
作

対
身
体
障
害
章
子
帳
を
お
持

ち
の
方
、
先
着
5
人
(
初
心
者
を
優

先
)
費
無
料

申
・
圃
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
、
住
所
、
氏
錦
、
電
話
番

号
を
明
示
し
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
8
・
0
1
4
1
m
7
1

8
8
・
0
2
4
2
へ

裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
裁
判
員
を
体
験
し
て
み
よ
う
"
」

日
2
月
2
日
回
目
時
却
分
所
け
や

き
プ
ラ
ザ

内
「
知
ろ
う
語
ろ
う
裁

判
員
制
度
」
現
役
の
裁
判
官
と
一
緒

に
模
擬
評
議
を
体
験

対
先
着

ω人

申
・
圃
電
話
で
千
葉
地
方
裁
判
所
松

戸
支
部
宮
0
4
7
・
3
6
8
・
5
1

4
1
へ

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す

事
務
補
助
技
能
・
子
育
て
支
援
講
習

日
2
月
四
日
開

5
2
日
働
(
全
5
日

間
)
9
時
初
分

1
日
時
初
分
所
僧

朝
日
学
園
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
(
松
戸
市
新
松
戸
1
の
1
3
0

の
1
)

内
M
m
η
事
務
補
助
技
能

講
習
、

Mm
白
子
育
て
支
援
講
習

対
東
葛
地
区
在
住
の

ω
s臼
歳
の
方

で
全
日
程
参
加
で
き
る
方
、
各
却
人

(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)
費
無

料

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

講
座
ナ
ン
バ
ー
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

間
部
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
面

に
あ
て
先
を
明
記
し
、

2
月
8
日
必

着
で
一
T
2
6
0
1
0
0
1
3
千
葉
市

中
央
区
中
央
3
の
9
の
時
三
井
生
命

ピ
ル
鮒
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
逮
合
会
宮
0
4
3
・
2
2
7
・

5
1
1
2
へ

生
涯
学
翠
座
「
た
ま
ゆ
ら
の
会
」

日
1
月
口
日
同
日
時

i
U時
却
分

所
け
や
き
プ
ラ
ザ

内
「
高
齢
化
社

会
と
趣
味
と
娯
楽
」
講
師
:
・佐
藤
昭

子
さ
ん
(
家
庭
倫
理
の
会
)

対
当

日
先
着
却
人
費
無
料

圃
野
口
宮

7
1
8
5
・
3
9
9
3

第
竹
田
我
孫
子
市
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

日
2
月
日
日
制
(
雨
天
実
施
)

所

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
市
内
在

住
の
方
、

1
2
0
人
(
応
募
者
多
数

時
は
抽
選
)
競
技
方
法
四
ホ
1
ル

新
ペ
リ
ア
方
式
(
ソ
フ
ト
ス
パ
イ
ク

着

用

)

費
2
0
0
0
円
(
プ
レ
1

費
の
概
算
は
1
万
8
0
0
0
円
〈
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
は
フ
ェ
ス
タ
特
別
料

金
)
・
昼
食
費
な
ど
は
別
途
)

申

往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
枚
)
に
大
会

ふ
ち
b
F
a
g

名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て
先

を
明
記
し
、

1
月
お
日
必
着
で
〒
2

7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
公
園
緑
地

課
(
住
所
省
略
可
)
へ
。
(
記
入
も

れ
、
重
複
申
し
込
み
は
無
効
と
な
り

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ま
す
)
圃
我
孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
・

山
崎
宮
7
1
8
4
・
5
9
4
1
(
9

時

S
U時
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
市
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

日
2
月
日
日
冊
8
時
却
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
男
子
1
・
2
・

3
・
4
部
、
女
子
1
・
2
部

対

男

子
1
・
2
部
と
女
子
1
部
は
オ
ー
プ

ン
、
男
子
3
・
4
部
と
女
子
2
部
は

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ

ブ
の
初
心
者
費
1
5
0
0
円
(
連

盟
会
員
1
0
0
0
円
)
、
小
・
中
・

高
校
生
8
0
0
円
(
連
盟
会
員
7
0

0
円
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
種
目
、

住
所
、
間
鋭
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

1
月
白
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-

4
2泉
日
の
6
望
月
敏
和
宮
0
9
0

.
4
0
1
3
・
1
7
5
0
へ

市
肉
親
善
卓
球
大
会

日
2
月
口
日
制
9
時
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
種
ダ
ブ
ル
ス
男
女
混

成
団
体
戦
(
チ
1
ム
編
成
は
当
日
く

じ
引
き
で
決
定
)

対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
連
盟
会
員
費
1
人

1
0
0
0
円
(
連
盟
会
員
・
中
・
高

校
生
1
人
5
0
0
円
)
を
申
し
込
み

後
、
郵
便
振
替
で
、
口
座
番
号

「0

0
1
6
0
1
5
1
5
6
2
9
7
2
」、

口
座
名
義

「我
孫
子
市
卓
球
連
盟
」

へ
振
り
込
み

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
大

会
名
、
住
所
、
問
鋭
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

1
月
白
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
l
6
3
久
寺
家
1
の
四
の
1

0
3吉
村
ア
キ
子
宮
7
1
3
9
・
2

8
5
7
へ
ぼ
し
ゅ
う

市
民
図
書
館
市
民
ス
タ
ッ
フ

市
民
図
書
館
で
、
対
面
朗
読
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
市
民
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
回
数
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
の

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

希
望
に
よ
り
曜
日
・
時
聞
を
決
定

所
市
民
図
書
館
、
布
佐
分
館

内
視

覚
障
害
者
の
方
が
希
望
す
る
新
聞
・

雑
誌
・
手
紙
な
ど
の
朗
読

対
6
人

(
資
格
は
不
問
)

報
酬
半
日
5
0

0
円、

1
日
1
0
0
0
円
選
考
方

法
面
接

申
・
圃
申
込
書
(
市
民
図

書
館
・
分
館
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、

1
月
白
固
ま
で
に
市
民

図
書
館
(
ア
ビ
ス
タ
内
)
宮
7
1
8

4
・
1
1
1
0
へ
直
接
持
参
(
郵
送

不
可
)
健
康
づ
く
り
推
進
員
・

食
生
活
改
善
推
進
員

健
康
づ
く
り
や
食
生
活
改
善
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
活
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

勤
務
期
間
4
月
1
日
S
平
成
幻

(
2

0
1
1
)
年
3
月
白
日
内
健
康
づ

く
り
推
進
活
動
、
食
生
活
改
善
推
進

活
動
、
健
康
づ
く
り
支
擢
課
(
保
健

セ
ン
タ
ー
)
事
業
へ
の
協
力
ほ
か

対
市
内
在
住
の
却
歳

S
位
歳
ま
で
の

方
、
加
入
(
資
格
は
不
問
)

選
考

方
法
地
域
の
健
康
に
関
す
る
作
文

(
8
0
0
字
以
内
)
、
面
接

申
・

圃
電
話
で
1
月
担
固
ま
で
に
同
課
宮

7
1
8
5
・
1
1
2
6
へ

母
子
自
立
支
援
員
嘱
託
職
員

勤
務
期
間
4
月
1
日
S
平
成
幻

(
2

0
0
9
)
年
3
月
担
日
(
更
新
あ

り

)

勤

務
回
数
月
日
日
以
内
・

1

日
8
時
間
以
内

所
市
役
所
保
育
課

対
福
祉
業
務
の
経
験
が
あ
り
、
相
談

業
務
に
応
じ
ら
れ
る
方

報
酬
時
給

1
1
7
0
円

選
考
方
法
書
類
審
査
、

盆
F
匂

d
A-，

申
・
圃
履
歴
書
(
写
真
貼

面
接

仲
)
に
必
要
望
項
を
明
記
し
、

「
ひ

と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
策
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0
字

以
内
)
を
そ
え
て
、

1
月
白
日
ロ
時

ま
で
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)
に
保

育
課
・
内
線
4
4
9
へ
本
人
が
直
接

持
参
(
郵
送
不
可
)

社
会
教
育
指
導
員

勤
務
期
間
4
月
1
日
i
平
成
幻

(
2

0
0
9
)
年
3
月
白
日
勤
務
回
数

週
3
日
以
上
、

1
日
7
時
間
必
分

(
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
夜
間
の
勤

務
の
場
合
も
あ
り
)

内
学
級
・
講

座
の
企
画
、
運
営
指
導

対
昭
和
四

年
4
月
2
日
か
ら
臼
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
で
、
社
会
教
育
や
生
涯
学

習
活
動
の
意
義
を
理
解
し
、
公
民
館

の
事
業
に
熱
意
を
持
つ
方
、

2
人

報
酬
月
日
万
円
(
通
勤
手
当
な
し
)

選
考
方
法
書
類
審
査
、
レ
ポ
ー
ト
審

査
、
面
接

申
・
圃
申
込
書

(
1
月

日
日
か
ら
我
孫
子
地
区
・
湖
北
地
区

公
民
館
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、

「志
望
動
機
」
(
8
0
0字
以

内
)
を
そ
え
て
、

1
月
白
日
必
着
で

一T
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松
お
の
4

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8
2
・

0
5
1
1
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
委

平
成
初
年
度
職
業
訓
練
生

募
集
期
限
1
月
初
日
附
選
考
日
2

月
日
日
制
募
集
科
目
①
N
C
機
械

加
工
科
、
②
造
園
科
(
い
ず
れ
も
1

年
コ

l
ス
)

対
高
等
学
校
卒
業
程

度
以
上
①
時
人
、
②
8
人

選

考

方

法
学
科
試
験
(
国
語
・
数
学
)
、
適

性
検
査
、
面
接

申
・
圃
写
真
と
入

校
選
考
料
(
県
証
紙
2
2
0
0
円
)

を
粧
し
た
指
定
の
願
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
県
立
我
孫
子
高
等
技

術
専
門
校
(
久
寺
家
6
8
4
の
1
)

宮
7
1
8
4
・
6
4
1
1
へ
提
出

※
雇
用
保
険
受
給
者
(
予
定
者
)
は

住
所
地
の
職
業
安
定
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号ft7185-1111包 は「あびこ楽校jの事業です。
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県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

平
成
初
年
度
訓
練
生

募
集
期
限
1
月
初
日
制

選
考
日
2

月
日
日
制

募
集
コ
l
ス
D
T
P
-

w
e
b
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
福
祉
住

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
P
C
ビ
ジ

ネ
ス
コ

1
ス
、
基
礎
実
務
コ

1
ス

(
い
ず
れ
も
1
年
コ
l
ス
)

対
若

干
名

選
考
方
法
学
科
試
験
(
国

語

・
懇
字
)
、
適
性
検
査
、
作
業
検

査
、
面
接
ほ
か

費
無
料
(
教
科
書

な
ど
は
実
費
)

申
指
定
の
願
書

(
写
章
悦
)
〈
霊
我
孫
子
高
等

技
術
専
門
校
、
各
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
、

市
福
祉
総
合
相
談
室
に
用
意
〉
に
必

要
事
墳
を
明
記
し、

障
害
者
手
帳
の

写
し
を
そ
え
て
、
1
月
初
固
ま
で
に

松
戸
公
共
職
業
安
塞
附
へ
提
出

圃

千
葉
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

宮

0
4
3
・
2
9
1
・
7
7
4
4

湖
北
地
区
公
民
館
嘱
託
職
員

(9
時
5
口
時
)

岳
人
あ
び
こ
会
員

対

ω歳
く
ら
い
ま
で
の
方
、
若
干
名

費

年

1
万
2
0
0
0
円
、
入
5
0

0
0
円

申

・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

ふ"。な

所
、
氏
名
、
年
齢、

電
話
番
号
を
明

記
し、

1
月
初
日
必
着
で
一
T
2
7
o

l
-
-
4
2
泉
6
の
5
小
川
誠
二
郎

官

7
1
8
3
・
0
3
7
4
へ

山
階
鳥
類
研
究
所

ア
ル
バ
イ
ト
(
急
募
)

勤
務
期
間
2
月
1
日
1
3
月
白
日

勤
務
回
数
週
3
3
5
日
(
月
日
日
未

満
)
日
時
i
口
時

(
ロ
時
1
日
時
昼

休
み
)

所
側
山
階
鳥
類
研
究
所

内
報
告
誉
作
成
事
務
補
助

対
エ
ク

セ
ル、

ワ
ー
ド、

画
像
処
理
操
作
が

で
き
、
次
年
度
も
継
続
勤
務
可
能
な

方

選
考
方
法
書
類
審
査
、
面
接

報
酬
日
額
5
5
0
0
円
(
究
通
費
含

む
)

申

・
圃
履
歴
書
(
写
真
貼

仲
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
1
月

お
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l
4
5

高
野
山
1
1
5
側
山
階
鳥
類
研
究

所

・
標
識
研
究
室
宮
7
1
8
2
・
1

1
0
7
へ
郵
送

※
面
接
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

動
務
回
数
月
日
日

所
湖
北
地
区
公

民
館

内
事
務
全
般

対
1
人

選

考
方
法
書
類
審
査
、
面
接

報
酬
月

額
回
万
円

申

・
圃
履
歴
書
(
写
真

蛸
悦
)
に
必
要
事
墳
を
明
記
し
、
1

月
沼
田
ま
で
に
湖
北
地
区
公
民
館
宮

7
1
8
8
・
4
4
3
3
へ
直
接
持
参

宮
8
や
③
ちゃれ

和
赤

鮫
ち
ゃ
ん

(緑・

1
歳
3
カ
月
)

外
で
遊
ぶ
の
が
大
路
き
。
ま
怠

あ
姉
ち
ゃ
ん
の
震
を
し
て
元
気

巴
遊
ん
で
ま
す
。

ま

り

や

ま

そ

う

た

鞠

山

唄

汰

ち
ゃ
ん

(
つ
く
し
野
・

1
歳
3
カ
月
)

遊
ん
で
い
る
時
の
笑
顔
、
イ
タ

ズ
ラ
を
し
て
い
る
時
の
笑
顔
も
皆

を
僻
し
て
く
れ
る
ア
イ
ド
ル
で
す
。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
1
月
お
日凶四
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
1
月
幻
日
開

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は、

開
会
予
定
時
間

前
に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記

入
し、

担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室

し
て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

手
賀
沼
公
園
駐
車
場
の
工
事

手
賀
沼
公
園
駐
車
場
を
有
料
化
す

る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
も
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
す。

(
台
数
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す。

工
事
期
間
2
月
初
旬
5
3
月
下
旬
を

予
定
(
有
料
化
は
4
月
か
ら
の
予

定
)

圃
公
園
緑
地
課

・
内
線
5
4

4
 

我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

憲

一会

委
員
の
蓮
に
伴
い

護

人
名
簿
を
縦
覧

土
地
区
画
整
理
法
(
昭
和
泊

〈1

9
5
4
〉
年
法
律
第
1
1
9
号
)
第

四叩
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
我
孫
子

都
市
計
画
事
業
我
孫
子
駅
北
口
土
地

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51昭/2
水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COD値

平成19年12月、月平均COD値
6.8略/2採水場所:手賀沼公園沖

平成18年12月、月平均COD値
6.3~ /2 

採水場所:手賀沼公園沖
区
画
整
理
審
議
会
の
委
員
の
選
挙
期

日
を
3
月
9
日
と
定
め
ま
し
た
の
で
、

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
(
昭
和
初

〈1
9
5
5
〉
年
政
令
第
訂
号
)
第

却
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す。

縦
覧
期
間
1
月
お
日
開
5
2
月
日
日

制
9
時
i
口
時
(
土
・
日
曜
日
も
実

施
)

縦
覧
場
所
・
圃
市
役
所
地
域

整
備
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
7
1

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
傍
聴
の
ご
案
内

日
1
月
初
日
制
比
時

所
マ
リ
ア
チ

ャ
ペ

ル

マ
リ
ベ

l
ル
相
(
旧
相
玉

姫
殿
)

対
当
日
先
着
目
人

申
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は、

会
議
の
開

始
予
定
時
刻
の
初
分
前
か
ら
受
け
付

け
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

圃
相
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
総
務
企

画
課
宮
7
1
6
7
・
1
2
5
5

年
金
無
料
相
談
会

日
2
月
8
日
働
日
時
i
M
時

所
我

孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や
き
プ

ラ
ザ
8
階
)

対
先
着
目
人

申

・

圃
電
話
で
千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士

会
東
潟
支
部
宮
0
4
7
・
3
4
5
・

9
9
9
2
(平
日
目
時
5
日
時
)
、

竹
本
宮
0
9
0
・
1
6
5
3
・
6
4

3
6
へ

年
金
・
労
働
問
題
の

な
ん
で
も
無
料
相
談

日
毎
月
第
2
・
4
日
曜
日
目
時
5
日

忘れずに納めましよう

-・・-.r~__三・・・・Ir~l当1~r.If!E埼諸事阻

上下水道料金

31日同

25日(創

市民税第4期
国民健康保険税第8期
介護保険料第8期

時

所
千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士
会

東
潟
支
部
事
務
局
(
松
戸
社
会
保
険

事
務
所
隣
り
)

対
各
日
先
着
目
人

(
相
談
時
間
1
人
約
却
分
)

申
・

圃
電
話
で
千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士

会
東
潟
支
部
宮
0
4
7
・
3
4
5
・

9
9
9
2
(平
日
目
時
5
日
時
)
へ

交
通
遺
児
家
庭
へ
の
勉
学
奨
励
金

・

激
励
金

・
図
書
券
の
交
付
に
つ
い
て

対
陸
上
求
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
を

失
っ
た
四
歳
未
満
の
遺
児
を
扶
養
し

て
い
る
家
庭
で
、
平
成
却

(2
0
0

8
)
年
4
月
に
小
学
校

・
中
学
校
へ

入
学
、
ま
た
は
3
月
に
中
学
を
卒
業

さ
れ
る
方
の
い
る
世
帯

申
・
圃
2

月
日
日
ま
で
に
お
近
く
の
民
生
委
員

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8

4
・
1
5
3
9
へ

このコーナーに掲践を希望する方

!et広報掲歳依頼書(市役所広報室
に周意またl持張子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲議希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲搬する内容はイベント名・日時

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者聞で行うようお願いします。

圃広報室87185・1269
剛7185・0127

公共施設利用の活動lel、優先的|こ
錫所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

‘' 
講
演
・
催
し

V
新
春

・
大
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

1
月
四
日
回
目
時
却
分
1
日即
時
却
分。

け
や
き
プ
ラ
ザ
。
ミ
キ
シ
ン
グ

・
ト

ラ
イ
ア
ル
。
華
麗
な
ダ
ン
ス
曲
多
数
。

5
0
0
円
(
飲
み
物
付
き
)
。
ビ
ュ

ー
テ
ィ

・
フ
レ
ン
ズ

・
渡
辺
宮
7
1

8
4
・
4
8
9
7
(幻
時
以
降
)

V
手
作
り
味
噌
講
習
会

1
月
辺
日

ω
:・天
王
台
北
近
セ
、
1
月
お
日
出
、

2
月
比
日
同
:・
我
孫
子
商
近
セ
(
け

や
き
プ
ラ
ザ
内
)
、1
月
却
日

ω
:・湖

北
近
セ
。
い
ず
れ
も
日
時
却
分
5
日

|市側(人間発問(融11
(我孫子警察署管内・~月[CjJ日現在!II
12月の発生件数 66件
2∞7年の発生件数(1月'"12月末)546件
2006年同期比 ー70件
12月の死者数 1人
2∞7年の死者数(1月'"12月末) 4人
2006年同期比 +2人
12月の負傷者数 79人
2∞7年の負傷者数(1月'"12月末)653人
2006年同期比 ー82人

時
o
M
人。
3
0
0
円
。
我
孫
子
生
活

セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
4
・
0
0
7
8

V
雄
で
も
出
来
る
簡
単
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
入
門
講
座

1
月
辺
日

ω日
時

日
分

s口
時
初
分
。
ア
ピ
ス
タ
。
マ

ク
ロ
で
作
成
さ
れ
た
例
を
解
説
し
な

が
ら
、
簡
単
に
作
る
手
順
を
解
説。

1
0
0
0
円
。
パ
ソ
コ
ン
楽
し
み
隊

・
後
藤
宮
7
1
8
5
・
1
2
2
8

V
時
事
問
題
を
話
し
合
う

「時
の
話

題
」

1
月
お
日
、
2
月
初
日
い
ず

れ
も
附
9
時
必
分

sロ
時
。
ア
ピ
ス

タ
。
各
日
1
0
0
円。

※
原
則
毎
月

第
4
附
開
催
(
時
間

・
場
所
、
要
問

い
合
わ
せ
)
。
探
山
宮
7
1
8
1
・

5
0
3
6
 

V
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
駐
日
大
使
の
講
演
と

タ
ン
ゴ
の
集
い

1
月
お
日
働
日
時

記
分
。
市
民
プ
ラ
ザ
。

「
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
今
、
変
革
す
る
社
会
経
済

・
政
治

の
発
展
」
。
タ
ン
ゴ
演
奏
:・
エ
ル
ピ

エ
ン
ト
楽
団
。

無
料
。
我
孫
子
革
新

懇

・
中
村
宮
7
1
8
4
・
2
6
7
0

V
増
田
都
子
先
生
の
社
会
科
授
業

「近
現
代
史
の
真
実
を
知
ろ
う
」
川

1
月
お
日
出
比
時
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ。

映
画
ガ
ン
ジ
ー
、
明
治
1
大
正
の
歴

史
を
学
ぶ
。

5
0
0
円
(
中
高
生
無

料
)
。
あ
ぴ
こ
平
和
ネ
ッ
ト

・
豊
田

宮

0
8
0
・
5
0
3
7
・
0
0
1
9

V

「憲
法
と
私
」

1
月
お
日
出

u

時
i
M
時
加
分
。
湖
北
台
近
セ
。
パ

ネ
ラ
l
:
・小
池
栄
次
郎
さ
ん、

二
宮

一
朗
さ
ん
、
平
林
健
次
さ
ん
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
l
・:
増
田
喜
久
子
さ
ん
。

無
料
。
我
孫
子
市
九
条
の
会
湖
北
台

.
鈴
木
宮
7
1
3
9
・
3
4
2
1

V
大
正
琴
無
料
体
験
講
座

1
月
白

日
同
日
時
却
分
i
U
時
却
分
。
東
急

我
孫
子
ピ
レ
ジ
集
会
室
C
洋
間
(
つ

く
し
野
)
。
先
着
8
人

(
お
琴
準
備

あ
り
)
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
フ
レ
ン

ド
大
正
琴

・
乳
井
宮
7
1
6
9
・
6

0
1
0
 

V
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
放
設
く

ら
ぷ

2
月
3
日
制
凶
時
i
M
時。

「楚
人
冠
作
〈
牧
場
の
朝
〉
の
謎
」

講
師
:・
鳴
海
和
彦
さ
ん
、

「我
孫
子

は
ポ
タ
リ
ン
グ
の
楽
園
」
講
師
:・
蒲

田
順

一
さ
ん
。
3
0
0
円。

※
詳
し

く
は
伊
藤
宮
7
1
8
3
・
4
2
0
1

V
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

2
月

6
日
制

・
ロ
日

ω・
日
日
開
9
時
加

分
i
U
時
却
分
。
湖
北
地
区
公
民
館
。

「
ペ
ン
立
て
」
お
花
を
描
き
ま
し
ょ

う。

1
8
0
0
円
。
マ
l
レ
ン

・
坂

井
宮
7
1
8
8
・
3
1
3
0

会
員
・
仲
間
募
集

V
歌
声
喫
茶
T
E
N

毎
月
第
4
出

1
月
は
お
日
目
時
i
m
時
加
分
。
喫

茶
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル

(
天
王
台
駅

南
口
3
分
)
。
懐
か
し
い
歌

・
脅
春

の
歌
を
歌
、
っ
。
演
奏
:・
加
茂
善
久
ほ

か
。
先
着
犯
人。
1
0
0
0
円
。
(
要
予

約
)
坪
井
宮
7
1
8
3
・
4
0
9
3

V
や
さ
し
い
英
会
話

毎
週
働
日
時

日
分
。
ア
ビ
ス
タ
ほ
か。

年
1
0
0

0
円
、
幼
稚
園
生

・
小
学
校
低
学
年

:・月
2
0
0
0
円
、
大
人

(
子
連
れ

可
)
:・月
4
0
0
0
円
(
大
人
の
み

曜
日
要
問
い
合
わ
せ
)
。
ム

1
ミ

ン
・
内
田
宮
7
1
8
3
・
6
1
6
4

V
S
C
A
B
I
E
S
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

毎
週

ω
:・手
賀
東
小
学
校
、
毎
週
働

:・
手
賀
中
学
校
い
ず
れ
も
お
時
5
0

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
好
き
な
方
。

月
5
0
0
円
(
初

月
の
み
1
0
0
0
円
)
。
石
橋
宮
0

8
0
・
6
5
1
4
・
5
7
2
2

v叢
教

室

第
1
・
3
闘
の
午
前
。

字
国
川
宅
。
端
唄
の
初
歩
を
楽
し
く

学
ぶ
。
指
導
:・
根
岸
悦
弘
。

日
人。

月
3
0
0
0
円
。
ハ
ガ
キ
で
、
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
一T
2

7
O
I
l
l
5
3緑
2
の
日
の
臼
字

田
川
弘
子
宮
7
1
8
5
・
0
8
7
2

V
中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル

毎
週

附

・
ω四
日
時
S
U
時
。
ア
ピ
ス
タ
ほ

か
。
先
着
叩
人。

月
6
0
0
0
円。

筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
持
参
。
原
告
7

1
8
6
・
0
6
2
9

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

「T
W
K
」

毎
月
第
2
・
3
・
4
ωw
m
時
i
ロ
時。

ア
ピ
ス
タ
ほ
か
。
講
師
は
米
国
人
。

初
級

・
中
級
程
度
、
若
干
名
。

入
1

0
0
0
円
、
月
4
0
0
0
円
。
田
中

宮

7
1
8
2
・
4
8
6
0

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す
"

。
無
料
で

申
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

:
・前
沢
宮
7
1
8
2
・
4
4
5
8

申
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
(
シ
ン
グ
ル
)

:
・飯
野
宮
7
1
8
4
・
8
6
8
4

申
イ
ン
テ
リ
ア
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

(ド
ア
付
き
木
目
)
2
個

ω
m×

m
m
×
mw
m
:
・池
上
告
7
1
8

4
・
8
3
3
4

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ

(
月
曜
日
休
館)。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費f市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。
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「ょうこそ地域活動Jは、定年退職前後の50代60代の皆さん
に、気軽に、さまざまな地域活動を体験していただき、その楽

しさや我孫子という地域を知ってもらい、体験後は、 自分に合

った活動でこれまでの経験を活かしてもらおうとする事業です。

平成20年2月末まで、市内の67団
体・施設が受け入れに協力します。地域

の活動を知るきっかけに、ぜひご参加く

ださい。受け入れ先などを掲載した情報

誌をご希望の方には郵送します。

※左記の相談会に出席しなくても体験は
可能です。

参加費無料(ただし、体験内容によっ

ては実費負担あり)

申し込み・固 電話かファクスで市民活

動支援諜ft7185・1467剛7185-5777ヘ

SIH・期高な量子孫vノくりのお手伝い
伝習農場・むをう聖募集説闘会は1日26日

. 相談会のお知らせ . 
日時 1月18日幽午前10時から正午.21 
日開午後2聞から4時・24日開午後2聞
から4時(名目とも時間内で、ご都合のよ
い聞にお越しください)
蝿所 あぴこ市民活動ステーション

内容 担当職員による体験希望者向けの個別
相談
※申込み不要。直接会場へお越しください。

※体験日は後日謂整します。

日mハゐフ?イターズの霊子選手ガ野球按室
市内少年野球 18チーム54人の選手ガ参加
12月2日旧)我頚子市少年野球場で、湖北

中学校出身のプロ野球選手で、北海道日本

ハムファイターズで活躍する金子誠選手に

よる少年野球教室が行われました。

市内少年野球18チーム54人の選手が参加
し、走塁や守情・打撃の指導をうけました。

金子選手は「子ども達の顔を見ると元気

をもらえる。来年も良い成績を残してまた

戻ってきたし'Jと話していました。

干葉県消防操活大会優勝記念砲を建立
優勝しだ消防団|こ感動しだ市民ガ寄贈

平成19年7月、我孫子市の消防団が千葉県消

防操法大会小型ポンプの部で優勝しました。その

優勝に感動した市民の村田吉正さん(白山)と、

飯田和行さん(緑)から優勝記念碑の寄贈があり

ました。(記念碑は消防本部入口に建立されてい

ます)

村田さんと飯田さんは「消防団の日ごろの活動

への糊を込めて、また今後の士気高揚に義がる

ことを期待し寄贈しましたJと話していました。

むそう塾は安全で栄養価の高い野菜づくりを目指す自

給菜園志望者を対象にした、いわば「農の寺子屋Jです。
特色@ 化学肥料、農薬を一切使わない有機農法の指導

特色@ 家庭生ゴミによる手づくり肥料の作り方の指導

特色@ 機鰍の製法作物総雑草落ち葉など

を活かした手づくり紬iの作り方の指導
特色@ 酢焼酎唐辛子ニンニク来(竹)縦な 企実関旨導の綾子

ど身の回りの素材で作る殺菌効果や害虫論効果のある特性液の作り方の指導

特色@ 農異・耐久資材・糊Eなどは塾が用意
特色@ 収穫祭手打ちうどん緩味噌作り講習会など

場所・施設北新田(1区画30n1)多目的ハウス・糊嶋・井戸・トイレ・駐車スペース
利用期間平成20年3月1日から平成21年2月末日
対象・定員 市内在住・在勤・在学で20人程度(応募者多数の場合は抽選)
費用 1区画月3000円(種苗消耗資材代を除く)
。説明会 1月26日出午後1時3的うから3時、久寺家近隣センター、 終了後現地案内有
国玉根8剛7182・9100(午後7聞から9時)Eメールauoi@msj.biglobe.ne.jp講義ブロ
グhttp://musoujulくu.cocol 0 g -nifty .com/bl 0 gl 

企外国人を対象巴市随員ガ説明

企消防本部前E建つ記念碑

舛国人を対象I;!防災講座を開催
市民プラザなどで約50人が参加
12月、市民プラザとアビスタで、市国際受
流協会 (AIRA)の日本語教室に通う19力国

約50人の方を対象に、地震災害などについて
の講座が行われました。

講座では、阪神淡路大震災などの地震災害

のビデオを見た後、大地震から身を守るため

に、家の中の整理整とんや水・食料の備蓄、

トイレ用品の準備など、日ごろからの備えと

工夫について学びました。

短歌
榊原敦子選

m
m
 
の年少膏選

旬
開
t谷
崎
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染
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あぴこ植物図鑑

き
ぢ
ん
く
L
P

耕
年
の
曙
光
さ
し
ゐ
る
狭
庭
辺
に
山
茶
花
の
白
か
が
や
き
て
咲
く
新
藤
道
子

{
評
}
新
年
を
迎
え
久
島
ぴ
品
目
視
門
町
に
輝
く
山
茶
花
の
白
に
服
し
た
。
伝
統
的
詠
法
で
あ
る
。

上
の
句
は
手
ぐ
す
ね
ひ
き
て
下
の
句
の
の
ろ
ま
待
ち
を
り
正
月
三
日
渡
辺
詔
子

{評
}
年
末
に
比
べ
正
月
の
時
の
流
れ
は
速
い
。
元
旦
に
興
し
た
上
の
句
は
三
日
も
待
ち
顔
。

新
し
き
年
め
ぐ
り
来
ぬ
お
の
が
じ
し
奮
ひ
立
た
し
め
い
ざ
生
き
め
や
も
東
海
林
帯
和

ave-が
ら

差
し
込
め
る
光
の
中
に
落
ち
葉
ま
い
山
雀
一
羽
み
ず
電
ひ
し
お
り
(
新
か
な
)
秋
葉
清

転

が

り

て

踊

る

葉

多

き

戦

争

樹

立

て

走

る

陽

当

金

ぴ

大

森

美

だ
肱
も
て
我
が
手
に
止
ま
る
冬
の
蚊
は
叩
か
れ
も
せ
ず
そ
っ
と
払
ひ
ぬ
須
田
博

古

希

と

な

る

献

を

祝

ひ

て

新

し

き

ウ

ォ

引

キ

ン

グ

の

靴

時

三

菅

木

正

子

ぜ
っ
た
い
に
挨
拶
は
せ
ぬ
と
口
む
す
ぶ
爺
さ
ん
に
会
ふ
冷
え
し
る
き
朝
石
河
和
子

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巳
よ
り
添
削
す
る
掲
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
ヲ
湧
く
だ
さ
い
。

「
青
少
年

(市
歳
以
下
)
の
部
」
へ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
書
先
干
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
可
)
※
氏
名
巴
は
ふ
り
が
な
を
記
厳
し
て
く
だ
さ
い
。
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司
コ
モ
チ
シ
ダ
の

不
定
芽
(
無
性
芽
)

シダ植物 (ししがしら科)

十
月
ご
ろ
、
船
戸
地
区
を
訪
れ

る
と
、
日
当
た
り
の
よ
い
南
側
斜

面
に
コ
モ
チ
シ
ダ
が
生
育
し
て
お

り
、
曇
ら
し
た
葉
の
表
面
に
小
さ

な
葉
状
の
芽
を
た
く
さ
ん
つ
け
て

い
ま
し
た
。

コ
モ
チ
シ
ダ
は
常
緑
の
多
年
草

で
、
大
き
い
も
の
で
は
葉
が
二
メ

ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
植
物
の
芽
が
地
面
に
落
ち
て
に
よ
る
ほ
か
、
葉
の
裏
側
に
あ
る

根
づ
く
と
、
独
立
し
た
個
体
に
成
長
襲
撃
で
作
ら
れ
た
胞
子
に
よ

し
ま
す
が
、
芽
は
不
特
定
な
場
所
に
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
胞
子
が
発

で
き
る
の
で

「不

豪

」
、
ま
た
雌
芽
す
る
と
献
懇
と
呼
ば
れ
る
小

雄
の
生
殖
細
胞
に
よ
ら
ず
に
で
き
る
さ
な
葉
状
体
が
で
き
、
そ
こ
に
卵

の
で

「潜

熱

」
と
も
い
い
ま
す
。
細
胞
や
撃
を
持
っ
て
水
中
を
泳

「子
持
羊
歯
」
の
名
は
、
無
性
芽
を
ぐ
精
子
が
作
ら
れ
、
受
精
し
て
成

子
ど
も
に
見
た
て
た
名
で
す
。
長
す
る
と
、
私
た
ち
が
自
に
す
る

コ
モ
チ
シ
ダ
の
繁
殖
は
、
無
性
芽
よ
う
な
シ
ダ
槌
蛎
に
な
り
ま
す
0
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